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 要  旨 
 
現在，群馬県の利根川上流地域では林業の低迷や過疎化により，上流地域のみ
では十分な森林管理ができないことが問題となっている．利根川上流域の森林は
利根川の治水，貯水の役割を担っており，森林管理は水資源管理にも繋がってい
る．また，利根川の水資源管理は東京都を含む利根川下流域の生活に深く関係し
ている．上流域だけでなく，下流域も含めた森林管理が求められている．本論文
では，利根川上流域における森林管理のうち，上流域で行われる環境イベントに
注目する．上流域の森林ボランティアなどの環境イベントに参加することは，森
林管理に対する関心を増加させる効果をもっている．さらに，繰り返し参加を行
うことは，森林管理者育成や林業就業に対しての効果もあるとされている．しか
し，上流域における環境イベントでは，他の環境イベントとのバッティングによ
る参加者の取り合いが発生し，集客に影響が出るという問題がある．このような
環境イベント同士のバッティングが起こってしまう原因には，環境イベントを企
画する際，イベント企画者が他の環境イベントの実施状況の把握ができていない
場合が考えられる．他の環境イベントとのバッティングを避けるため，イベント
企画者による環境イベントの実施状況の把握が必要であり，支援を行うツールが
求められている． 
本研究では，イベント企画者による環境イベントの実施状況の把握に対しての
支援を目的としたWeb－GIS(地理情報システム)「利根川上流域森林活動MAP」の構
築を行う．また，構築したシステムが実際に「イベント企画者による環境イベン
トの実施状況の把握に対しての支援」を行えるかどうかを確認するためにインタ
ビュー形式でのシステム評価を行う．インタビュー対象者は，実際に群馬県で環
境イベントを企画，運営を行っている方々であり，本インタビューの対象者とし
て適切であると考えられる．インタビューの結果，本論文において構築した「利
根川上流域森林活動MAP」は，イベント企画者による環境イベントの実施状況の把
握に対しての支援を行うツールとして，有効であることがわかった． 
 
